
　オシロスコープの画面の縦軸は振動の振れ幅を示し，振れ幅が大きい

ほど，音は大きいことを示します。この振れ幅を振幅といいます。

　オシロスコープの画面の横軸は時間を表していて，波がたくさん出るほ

ど，多く振動していることを示しています。この1秒間に振動する回数を

振動数といいます。

音の波形

　モノコードや弦楽器を使って音を観察したり，オシロ
スコープで波形を観察したりすることによって，生徒は
音は横波であるという誤概念を形成してしまいがちで
す。波形はあくまで時間経過による電圧（振幅）の変
化を示すものであって，音の伝わり方を示すものではあ
りません。縦波，横波という波の伝わり方は地震の単元
で簡単に学習しますが，音は縦波（疎密波）であるこ
とをしっかりと押さえておきましょう。

生徒のつまづきポイント

　モノコードは，弦を強く弾きすぎたり，ねじを強く

締めすぎたりすると，弦が突然切れることがあります。

実験中に弦が切れると，手を切ったり目を傷つけたり

することがありますので，じゅうぶん注意させましょう。

・実験の前に，弦が劣化したり，傷がついたりしていな

いか調べ，安全に実験できることを確認しましょう。

・弦は軽く弾いて，弾き方を生徒に示し，強く弾きす

ぎないように指導します。

・生徒には，ねじを回して弦の張力を変えさせないようにさせます。

・実験の後は，弦をたわむ程にゆるめるか取り外して保管しましょう。

モノコードで音の大小，高低を調べる実験について事故
防止

実験4で使用するオシロスコープ

・「実験用オシロスコープ　YDS─20KD」
提供：(株）ヤガミ

交流入力端子

表示固定スイッチ

時間つまみ

振幅つまみ

専用マイク

音声入力端子に付属の専用マイクを接続する
ことによって，人の声や音さなどいろいろな音
の波形を表示することができる。

直流・交流の波形の観察

実験用オシロスコープと電源装置を接続す
ることで， 年で学習する直流と交流の波形
の観察もできる。
直接 の交
流電圧も入力でき
るが，感電などの
事故がないよう十
分に注意する。

振動と音の大きさや高さとの関係

低周波発振器，オシロスコープ，スピーカー
を接続することで，オシロスコープで波形を確
認しながら，音も聞くことができる。
準備 実験用オシロスコープ - ，実
験用低周波発振器 - ，スピーカー
方法
①右上の写真のように各器具を接続する。
②低周波発振器の振幅つまみを少し右に回して，
音とオシロスコープに表示される波形を確認
する。

③低周波発振器の振幅つまみをさらに右に回し
て，そのときスピーカーから出てくる音の大
きさとオシロスコープに表示される波形を②
と比較する。

④次に，低周波発振器の周波数つまみを少し右
に回して，音とオシロスコープに表示される
波形を確認する。

⑤低周波発振器の周波数つまみをさらに右に回
して，そのときスピーカーから出てくる音の
高さとオシロスコープに表示される波形を④
と比較する。

音声出力端子 出力端子

周波数つまみ

振幅つまみ
音声接続
ケーブル

・「実験用低周波発振器　YDO─20K」

提供：(株）ヤガミ

音声出力端子にスピーカーを接続することに
よって発音し，振幅や周波数を変えることがで
きる。

音の高さと音階

音の高さは振動数で決まる。わたしたちは，
つの振動数の違う音の高低を，その振動数の

比によって感じる。その振動数の比が簡単な整
数比になっていると，わたしたちは美しい響き

を感じる。また，振動数が 倍の音，すなわち
オクターブの関係にある音になると，もとに戻
ったような感じになる。このようなしくみで，
音楽に使われる音は，振動数について連続的に
分布しているわけではなく，不連続な段階的分
布になっていて，それらの音を一定の規則にし
たがって高さの順に配列したものを音階という。
音階にはさまざまなものがあるが，主音(ド)

の振動数に対して，下の表のような比になる振
動数の音を並べた音階を，自然長音階という。
自然長音階
階名 ド レ ミ ファ ソ ラ シ ド
振動数
の比 1 9
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5
4

4
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3
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音の振動数と速さ

音の振動数 音は物体の振動によって発生する。
音を出している物体が 秒間に振動する回数を
振動数といい，わたしたちの耳に聞こえる音
(可聴音)は，その振動数が ～ の範
囲といわれている。ふつうわたしたちが話す声
は， ～ の間に大部分が含まれている。
人間に聞こえない 以上の音を超音波
といい，動物によっては聞こえるものもいる。
下の図は，いろいろな動物の聞こえる音の振

動数の範囲を示したものである。
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出典：人体データブック─日本放送協会
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いろいろな動物の可聴振動数の範囲

音が伝わる速さ 空気中を伝わる音の速さ(音
速)は気温によって変わり，気温が高いほど速
くなる。
気温 [℃]での音速 [ / ]は，

で表される。この式から，気温 ℃での音速
は / ，つまり約 / となる。
一般に，音(音波)は物質の弾性的性質によっ
て起こる波で，空気などの気体中だけでなく，
液体中や固体中も伝わる。下の表は，いろいろ
な物質中での音速を表している。
いろいろな物質中での音速

物質 音速[m/s]

気体
水素(0℃)
酸素(0℃)
水蒸気(100℃)

1270
317
473

液体
水(23～27℃)
海水(20℃)
エタノール(23～27℃)

1500
1513
1207

固体

鉄
氷
窓ガラス
コンクリート

5950
3230
5440
4250～5250

出典：理科年表―丸善

音の伝わり方

モノコードや弦楽器を使って音を観察したり，
オシロスコープで波形を観察したりすることに
よって，生徒は音は横波であるという誤概念を
形成してしまいがちである。縦波，横波という
波の伝わり方は地震の単元で簡単に学習するが，
音は縦波(疎密波)であることをしっかりと押さ
えたい。
縦波 波の進行方向と媒質の振動方向が平行な
ものを縦波(疎密波)という。

縦
波

横波 波の進行方向と媒質の振動方向が垂直な
ものを横波という。

横
波
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光・音・力による現象
音による現象


